今後のMAB(人間と生物圏)計画の活動計画(案)
１）日本生態学会（H22.3月17日東京大学駒場）で大会企画シンポジウム「利用と保全の調和を図る国際制度としてのユネスコMAB（人間と生物圏）計画の活用」を開催。ユネスコテヘラン支局Han Qunli氏らの招待講演。

２）MAB計画委員会の開催：計画委員と外務省・文部科学省・林野庁・環境省など関連省庁とで活動方針を協議し（拡大委員会会議），また登録候補地の選定(3月、上記Han氏も招聘予定)と内定（12月を予定）を行う。

３）新規登録手続き：登録候補予定地の関係者にヒアリングを行い，申請書の作成等の準備を行う。

４）InfoMABの発行と送付：MABとBRの説明や活動状況を広く伝えるために計画委員会が編集し文部科学省が発行するニュースレター。第34号を作成・送付する（3月刊行予定）。

５）生物多様性条約第10回締約国会議（ＣＯＰ１０）への対応：会期中（10月中、下旬）に、白鳥地区においてミニシンポジウムの開催申請(２時間程度)を準備する。特に、国連大学と環境省が進めているSATOYAMAイニシアティヴとは関係が深いため、同じく国連大学でも取り組んでいるEducation for Sustainable Developmentの取り組みとMABの取り組みを主題とするミニシンポジウムの共同開催も検討中である。
【テーマ】：Education for Sustainable DevelopmentのためのMAB(人間と生物圏)計画の取り組みに関するミニシンポジウム(仮)
【日　時】：会期中（22年10月中、下旬）

【会　場】：白鳥地区（名古屋国際会議場外のテント村）

【規　模】：未定

【設　備】：未定

(参考1）今後のMAB計画関連シンポジウム
・2月14日　南アルプス世界自然遺産登録山梨県連絡協議会主催シンポジウム「南アルプスのユネスコ『人間と生物圏』（MAB)プログラムへの登録に向けて」の開催
（南アルプス市櫛形生涯学習センター）－MAB計画分科会松田調査委員が基調講演ならびにパネル討論司会を行う。

(参考2)今後のMAB計画関連国際会議
・MAB国際調整理事会（MAB-ICC）　
2010年5月31日～6月4日　パリユネスコ本部で開催
・MAB東アジアBRネットワーク（EABRN）会議
次回2011年　北朝鮮もしくは韓国で開催
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